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●授業にかかりそうな時は、環境委員、もしく

は、学年の先生に伝えてから来室をしよう。 

 

●授業中の来室は「保健室来室票」を渡しま

す。教科の先生に必ず渡してください。 

 

●飲み薬の使用、テーピングや湿潤療法も行

いません。消毒や湿布は基本は使わず『冷や

す・あたためる』を基本の手当てとします。 

 

●身長や体重を測ることはできますが、休養

者や相談者がいる時は、控えてください。 

 

～保護者の皆さまへ～ 

大庄北中に来てまだ２年目ですが、さまざまな場面で自分らしさを大切に過ごして

いる生徒さんにたくさん出会いました。お互いを認め合い、温かく受け入れる雰囲気

がある素敵な学校だと感じています。体も心も変化の多い思春期ですが、親も子も成

長が楽しめる時期でもあります。保健室でも、充電出来たり、安心できる場所になるよ

う努めてまいります。もし、お子様の健康面で何か不安なこと相談事等ありましたら、

お気軽にご相談ください。 

 

 

「病院では脱がなくていいのに・・・なぜ、学校の検診は上

半身裸になるの？」こんな声を聞きます。それは『脊柱側わ

ん症』の発見のためなんです。特に女子に発症する「思春

期特発性側わん症」は、決して少ない病気ではなく、思春

期に病気が進行しやすく、早期発見が大切です。そのため

現在は、学校健診での側わん症チェックも義務化され、保

護者と医師の２つの目で見落としを防いでいます。保護者

の方にも、既に配布済みのプリントを参考に、検診時の服

装についてのご理解とご協力をお願いします。プライバシ

ーに十分配慮した検診にしますが、もし、不安なことなど

ありましたら、事前に保健室までお知らせください。 
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9. 

ご入学・ご進級おめでとうございます(^^)/ 

皆さんの心と体が健康に保てるようサポートします養

護教諭の【庄司るみ子】です。いつも白衣を着ていま

す。早く皆さんの顔と名前を覚えたいので、保健室以

外でも声をかけてくださいね。そして、ひと月に 1回の

ペースですが、保健だよりや保健室前の掲示板に健康

に関する情報を発信していきます。ぜひ、読んでくださ

い。成長していく皆さんにたくさん出会えますように。 

 

 

 

心が疲れたり、悩みを抱えてしまった時、思いを聴いてもらうだけで楽になること

があります。相談に来てください。また、ゆっくり話がしたい場合は、放課後に来て

ください。 相談する力は、生きる上でとても大切な力なんですよ。 

 

学校生活を元気に過ごすために！！まず体のチェックを行う

のが健康診断。身体測定、尿検査、内科検診、心臓検診、眼科検

診、耳鼻科検診・・・４月、５月に実施する検診がたくさんありま

す。それぞれの内容を保健室前に掲示しているので、通る時に

是非、読んでみてください。学校健診はスクリーニング（集団の

中からふるい分ける）ですので、異常があったからといって必

ず病気と言うわけではありません。受診のお知らせをもらった

ら必ず病院へ行き、詳しい検査を受けるようにしましょう。 

 

 

 

皆さんの大切な体をしっか

り診るよ。内科検診では 

体操服を忘れないでね～ 

対面式で生徒指導担当の井上先生からは、心のコップのお話ありまし

た。ここでは感情のコップについて説明します。イライラな気持ちが続

くと、コップに水が溜まるようにどんどん溜まり、すれすれのところま

でくると、ちょっと嫌なことがあったり、誰かに何かを言われると、コ

ップから水が溢れるように、イライラの感情がバーンと爆発することが

あります。もし、コップの水が半分位だったら、ささいな事では爆発し

ない＝感情があふれださない事も多いです。 

感情のコップがいっぱいになってしまう前に、少しづつ、溜まりそうに

なったらうまく感情をはきだすことが大切です。言葉に出して、誰かに

話を聞いてもらったり、感情が穏やかになるような行動をしたりと、コ

ップに余裕ができるよう心がけていきたいですね。 


